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NICTトップページ => クイックアクセス／提供サービスで「宇宙天気予報」トップ ジ クイックアクセ ／提供サ で 宇宙天気予報」
=> 「リアルタイムデータ」 => 「シミュレーション」



「宇宙天気リアルタイムシミュレーションの３次元可視化」「宇宙天気リアルタイムシミュレーションの３次元可視化」
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上端に近づくと「擾乱」上端に近づくと「擾乱」

上端に近づくと「擾乱」上端に近づくと「擾乱」

極域の活動度指数真夜中静止軌道上でのプラズマ
温度（上）と密度（下）



観測データとの比較観測データとの比較
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高度120kmでの電子密度 電離圏全電子数 電離圏電位

電離圏全電子数（国分寺） F領域臨界周波数（国分寺）



高度300k での中性密度変動分 高度300k での中性温度変動分 高度300k での中性風変動分高度300kmでの中性密度変動分 高度300kmでの中性温度変動分 高度300kmでの中性風変動分

高度120kmでの中性風変動分 高度300kmでの中性組成変動分 高度300kmでのジュール加熱率



観測データとの比較観測データとの比較

電離圏全電子数（TEC） 2011年2月28日-3月1日 東京

観測
3月3日のTEC増加

観測

3/1 3/2 3/32/28

シミュレーション



2011年3月1-3日の宇宙環境擾乱



観測データとの比較観測データとの比較

電離圏全電子数（TEC） 2008年6月14-15日 東京
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観測データとの比較観測データとの比較
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電離圏全電子数（TEC） 2007年7月11日 東京
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太陽・太陽風モデル
（現在、休止中）

太陽風速度と磁場の向きを表示太陽風速度と磁場の向きを表示
大まかな変動傾向の予測



まとめまとめ

NICTでは、2003年末からリアルタイム磁気圏
モデル、2008年から電離圏・熱圏モデルと太

デ陽・太陽風モデルを稼働し、結果をWebで公
開してきた。

太陽・太陽風モデルは、太陽面観測データの
欠損により現在休止中（今後再開予定）。

全体として、リアルタイムでの宇宙環境擾乱
の再現はある程度まで可能となっている。の再現はある程度まで可能となっている。

今後さらに改良を行い、将来的には数値予測
システムに発展させていく予定システムに発展させていく予定。


